
　九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム（QSP）では、本事業加盟の 3 大学（鎮西学院大学、
長崎外国語大学、長崎国際大学）共同による入学者選抜｢地域創生支援リーダー育成入試｣を実施しています。

　この入試の目的は、少子化が進む長崎県における地域創生のリーダーを育成することです。「大学卒業後に長崎県内の企
業等に就職し、地域創生のリーダーになることを希望する者」を 3 大学が共同で募集し、共同で入学者選抜を実施した
うえ、入学後は「地域創生支援リーダー育成奨学生」として国公立大学とほぼ同額の授業料で就学しながら、長崎県
の優良企業と連携した「地域創生支援リーダー育成プログラム」に参加することになります。

　プログラムへの参加を通じて、長崎の活性化に貢献する意思を深め、企業で活躍できるスキルを獲得し、卒業後は長崎
県の企業等でその能力を存分に発揮していただくことになります。
　「大学で学んだことを地元に還元したい」、「地元を元気にしたい」という熱意を持った受験生を歓迎します。 

1.  参加大学

２.  志願者の要件

３.  出願方法

　鎮西学院大学／長崎外国語大学／長崎国際大学

●以下のすべての項目に該当する者
　◇長崎県在住者または長崎県内高等学校卒業見込及び卒業者
　　あるいは保護者又は保証人が長崎県在住者
　◇経済的事情により就学が困難で、主たる家計支持者が給与所得者の場合は収入金額が 804万円以下、
　　給与所得者以外の場合は所得金額が 396万円以下であること
　◇大学卒業後は、長崎県内に本社または事業所を置く企業、団体、自治体に就職を希望し、在学中は
　　原則的に「地域創生支援リーダー育成プログラム」(裏面参照 )に参加する者

●願書受付期間　令和5年1月6日(金)～31日(火)
●上記の 3大学のうち、入学を希望する各大学に申請してください。
●出願はネット出願となります。
●出願書類は各大学の様式となります。詳しくは出願予定大学にお問合せください。
●大学間の併願はできません（但し各大学の学部内併願は可能です）。

４.  対象学部・学科・募集定員
●各大学により異なります。詳しくは内側のページをご覧ください。

５.  検定料・年間授業料
●検定料、及び入学後の年間授業料は各大学共通です。
●検定料　　　  12,000 円
●年間授業料　535,800 円

６.  選抜方法
●試験方式　大学入学共通テスト利用（科目は出願先により異なります、詳しくは内側のページをご覧ください）
●願書受付　令和5年1月6日（金)～31日（火)
●合格発表　令和5年2月17日（金)
●入学手続　（１次）令和5年3月10日(金)〆切　　（２次）令和5年3月22日(水)〆切

７.  お問合せ先
●鎮西学院大学　　　　　入試広報課（☎0957-26-0044）
●長崎外国語大学　　　　入試広報課（☎095-840-2022）
●長崎国際大学　　　　　入試・募集センター（☎0956-39-2020）
●ＱＳＰ事務局　　        （☎0956-39-2020）

3 大学で共同の入学試験を実施！
試験は大学入学共通テスト利用入試！
授業料は国公立大学と同額！
入学後は地域優良企業と連携した就職プログラムに参加！
卒業後は長崎の地域創生の担い手に！

ＱＳＰ共同入学者選抜試験 ｢地域創生支援リーダー育成入試」
〈九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム【QSP】〉



令和５年度
大学入学
共通テスト
利用教科・科目

◎３教科３科目以上を受験した場合には、高得点の３科目
を使用。配点３教科 300点満点
　外国語は100点に換算。地理歴史・公民の組み合わせ不可。

◇国語〔『国語』（近代以降の
文章）〕

◇地理歴史・公民〔「世界史A」「世界史B」「日本史A」「日
本史B」「地理A」「地理B」「現代社会」「倫理」『政治・経済』
『倫理・政治・経済』から１科目

◇数学〔「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学A』「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学B』『簿記・会計』『情報関係基礎』
から１科目

◇理科〔「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」
から２科目合算で１科目（配点 100点）。
　または「物理」「化学」「生物」「地学」から１科目〕

◇外国語〔『英語（リスニング含む）』『ドイツ語』『フラン
ス語』『中国語』『韓国語』から１科目〕

・学部内他学科併願可

・「地域創生支援リーダー奨学生」合格の他、本学の特待生Ｂ、Ｃ、Ｄを選出、さらに一般合
格者も併せて選出する。

・入学予定者に欠員がある場合に限り繰上合格を行う事がある。
  ※詳細は学生募集要項で確認のこと。

・他学部との併願不可 ・学部内併願可（３学科との併願が可能）
  ※詳細は学生募集要項で確認のこと。
・本学の特待生制度への申請はできません。

・学部内他学科との併願可

◇外国語〔『英語（リスニング
含む）』＜選択必須①＞

◇外国語〔『英語（リスニング
含む）』〕〈必須〉

・「地域創生支援リーダー奨学
生」合格の他、本学の特待
生Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを選出、さ
らに一般合格者も併せて選
出する。
・入学予定者に欠員がある場
合に限り繰上合格を行う事
がある。
  ※詳細は学生募集要項で確   
　認のこと。

◇理科〔「物理基礎」「化学基
礎」「生物基礎」から２科
目合算または「化学」「生物」
から１科目もしくは２科
目〕＜選択必須②＞

◇理科〔「化学」〕＜必須科目＞
◇理科〔「物理」または「生物」
から１科目〕＜選択必須＞

◇数学〔『数学Ⅰ・数学A』〕
＜必須科目＞
◇数学〔『数学Ⅱ・数学B』〕
＜必須科目＞

◇地理歴史〔「世界史A」「世界史B」「日本史A」「日本史B」「地理A」「地理B」から１科目〕
◇公民〔「現代社会」「倫理」「政治・経済」『倫理、政治・経済』から１科目〕

◇数学〔「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学A』「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学B』『簿記・会計』『情報関係基礎』
から１科目〕

◇理科〔「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」から２科目合算で１科目（配点100点）。
または「物理」「化学」「生物」「地学」から１科目〕

◇外国語〔『英語（リスニング含む）』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』から１科目〕◇【必須科目】外国語（『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中
国語』『韓国語』から１科目選択）なお、2020年４月か
ら本学出願前までに結果が発表された本学が指定する英
語の資格・検定試験において、CEFR 対照表に照らし合
わせ、本学が規定する資格・成績を修めた受験生には外
国語の成績に満点を上限として以下の点数を加点して評
価します。CEFRのレベルB２以上：20点を加点。

　CEFRのレベルB１：５点を加点。

◇地理歴史「世界史A」「世界史B」「日本史A」「日本史B」「地
理A」「地理B」から１科目
◇公民「現代社会」「倫理」「政治・経済」『倫理、政治・経済』
から１科目
◇数学「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数
学B』『簿記・会計』『情報関係基礎』から１科目

◇国語〔『国語』(近代以降の
文章)〕＜必須＞

◇国語〔『国語』(近代以降の
文章)〕〈選択必須①〉

◇国語〔『国語』(近代以降の
文章)〕〈必須〉

◇国語〔『国語』(近代以降の文章)〕 ◇国語

◎選択必須②科目を含む理科
２科目可。
◎選択必須科目、選択科目は
高得点科目を合否判定に使
用する。配点－３科目300
点満点。各科目100点、な
お英語は100点に換算する。
◎国語または外国語選択必須①

◎配点〔英語（リスニング含
む）200点、国語100点、数
学2科目で200点、化学
100点、生物または物理で
100点〕700点満点

◎指定教科・科目以上を受験した場合は、高得点の２教科２科目を合否判定に使用。各200点、
合計 400点を合否判定に使用。　

◎【必須科目】外国語（『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中
国語』『韓国語』から１科目選択）200点
　【選択科目】国語、地理歴史、公民、数学から１科目選択
　※地理歴史、公民、数学は 200点満点に換算。
　※選択科目のうち２教科・２科目以上受験した場合は、高
　得点の１科目を合否判定に使用。ただし地理歴史、公民
　を２科目受験した場合は、第１解答科目の成績を判定に
　使用。

自己紹介シート


